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R(r)exp[i(0,t十0-S(r))]と書かれる. すると区間 (0,-)で有効振動数 a,ef…B(R)を定
義できるoRは0からRk(k2-A(Rk))まで変化する関数であるからo'｡ffは場所ごとに異なる

















§8 終 り に
一般にJml個の腕をもつ定常らせん波解の申し､付近のふるまい,全体としての数学的性質お
よびらせん波乱流について述べた｡もっと詳しいらせん波乱流の解析,および coremeande血g
の解析は今後に残された課題である｡
解糖反応系に対する周期外力の効果
京大･琴 富田和久 ･大同寛明
細胞内の代謝系にみられる解糖反応系に,解糖基質を一定の割合で注入してやると,自励振
動の出現する事が知られており,いわゆる化学振動子 (chemicalosc山ator)の重要な例となって
いる｡このような系が周期外力に対 してどのような応答を示すかを調べる事は,地上の殆んど
の生物が,少くとも,day-niか cycleという周期外力下にある事を考えると,重要かつ興味の
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